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高齢社会にどう対応するか

高齢化率はつくば市内でも地域に
よって大きく異なる
　左の図は、つくば市の人口増減割合を示したものです。
これによると、市の中心部で人口が増えていることがわかります。
その反対に、中心部から離れた地域では人口が減ってきています。　　
　TX の沿線など交通の便が良いところは立地条件が良いことから
魅力ある商店も増え、都心からも若者が集まってくる。一方、筑
波山地域や茎崎地域など、若者にとっては生活が難しいところで
は人口が減っていく。その差がこうした市内の人口増減の差とし
て現れているのでしょう。　
　一方、地域ごとの高齢者の割合についてみてみると、つくば市
の統計資料つくば市 高齢者福祉計画（第９期）によると、2024
年の高齢化率は市全体として約 20％程度となっていますが、これ
を市内各地域ごとで調べてみると地域によって大きく差があるこ
とがわかります。
　カモメと雀の会のある桜ニュータウンは高齢者率がすでに
５０％を超えています。二人に一人は 65 歳以上です。この傾向は
この先もずっと続いていくものと考えられます。

若者の生活安定と高齢者の自活は　
一体のもの　
人は誰でも高齢化するわけですから、高齢化が問題というわけで
はありません。高齢化すると当然体力は落ち、これまでできていた
ことができなくなってくることがあります。そうした誰かの助けが
必要となったとき、家族の負担になりたくないと老人ホームなどの
施設に入る方もいます。しかし、まちの高齢者に話を聞くとみなさ
ん声を揃えて、この住み慣れた街でたとえ一人で暮らしていてもで
きるだけ長く住んでいたいとおっしゃいます。
　それがなかなか難しい。すなわち高齢者が一人で暮らしていても、
本人はもちろん、離れたところに住む家族にとっても安心できる「高
齢者が一人でも安心して暮らせるまち」をどうやって作るか、それ
がこのまちの課題なのです。
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地域名 総人口
65 歳以上人口 高齢化率

あしび野 333 196 58.9 

宝陽台 1260 695 55.2 

北太田 151 80 53.0 

森の里 2701 1430 52.9 

桜が丘 885 464 52.4 

城山 953 493 51.7 

桜ニユータウン 1230 636 51.7 

つくば市オープンデータ地域：年齢別人口統計より

高齢化率が相対的に高い地域



65歳以上の高齢者人口分布図

一人暮らしでも安心できるまちは
住民同士の支え合いができるまち
　左の図は、つくば市の高齢者が多い地域を色分けしたもの。色
の濃い地域が高齢者が多い地域。（R2 国勢調査より作成）
　桜ニュータウン周辺地域も高齢者が多いことが一目でわかりま
す。高齢者にとって、やはり一番大きな問題は気軽に利用できる
公共交通システムが十分に整備されていないことでしょう。十分
どころか、ますます不便になっているというのが実情でしょう。
市の構想計画（下図）にもあるように、「必要なとき、必要な場所
へあらゆる手段を」が、ぜひ現実のものとなって欲しいと思います。
　でも必要なのは、「いま」です。いまどうするかが私たちにとっ
て大きな問題なのです。
　近所の方にお願いして連れて行ってもらうというのもありで
しょう。でも気を遣います。公共交通が必要です。買い物の場合は、
スーパーなどの協力で送り迎えをしてもらう、インターネットを
活用してオンラインでというのもあるでしょう。私たち自身で考
え行動することも重要です。
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